
           近藤,森,河 合:生 畳豊角蜀楳に關する研究(第10報)

植 物 と著 しく趣 を異 にす る海藻 を選 び,こ れ と比較 劃照 す る目的 を以て次 の實験 を行つた衣第

であ る.實 験材 料 は今年3月 中旬,和 歌 山縣 白濱,京 大臨海實験 所 にて干潮時 を期 し て 採 取

し,探 取直 後(そ の翌 日)酵 素 活度 を計測 し,次 に乾物,演 分 を定量 した.Znを 定 量 したのは

Calbonic anhydraseの1舌 度 とZn含 量 との相 關性 を封穂 す るためで あつ た・ その結果は第i

表 の通 りで あ る.

 亥 に以上 の結果 に基づ き二三 の考察 を加へ て見 よう.周 知 の如 く海燕 はその色素 の配分比率

の差に よる呈色 の相 違 によつ て緑藻,褐 潔及紅藻等 に分類 せ られ,そ の麗 別は主に生育場所 の

水 深 に比例 す るもの と されて居 る.け れ ども實 際 には海藻 の 色調 は同一種 の もので も季節 によ

つ て も攣化 す る もので あわ,叉 同一水深 に於て も色調 を異 にす る各種藻類 の生育 を見 るので あ

る.筆 者等 が供 用 した材料 は干潮線 を境 として その上,下 約1米 附近 の もの合 計16種 を採 つた.

の で あ る.

 その 結果 は表示 の如 く,干 潮線 を境 として それ以上,及 び それ以下 に生育 す る もの との間 に

Carb(nic{mhydraseの 活度 に劃然 たる差異が認め られ る.換 嘗 すれば,常 に水 中に生育 する

ものには この酵 素 の活力を杢 然有せす,逆 に干潮時 に水上 に露 出す る ものに於 てのみ酵素 の活

力 を有 す るこ とが明 か となつた.

 最近6sterlindi)及Nielsen等 は 蘇類(Fontinahs),淡 水 藻類(Myriophyllum)及 プ ランク

トン(Seendesmus q.)等 につ きCO2及II(JO,}の 利 用卒を計測 しアこ結果 は,筆 者 等の實験結

果 及推測 とその傾向 に於 て合 致す る ところ となつたが,こ れ らの結果 によ りCO2を 加 水す る

必要 あ る陸生植物 には この酵素の活性は張力であ るのに反 し,專 ら重 炭酸 を利用 する水 生植 物

に於ては當然,微 弱 な るか或は皆無で あ るべ きもの と思 われ る.

 斯 くして植物 に利 用 され る炭素資源 は兎に角炭酸臨の形 となつ て次 の段階 に進 むのであ ると

結論 され る.こ の顯水 中植物 の炭素資源囁取 に關す るB.Mooie(1921)の 意 見 と全 く同 じで

あ る.                                  '

 終 りに臨み,本 買験の試料探集につき御援助賜つた京大臨海實験所内海冨士夫博士及山路勇氏に深謝する

次第である.

 1) Nature 161319(1948).

              (昭 和24年7月16El受 理)

       33・ 生体触 媒 に 關 す る 研 究(第10報)

           植 物 のCarbonic Anhydraseに 就 て

             近 藤金 助,森 茂 樹,河 合 文 雄

 前報 に於 て植物にも動物のCarbonic anhydraseと 同様に重炭酸監を基質 として,之 を分

解する酵素が存在すること及酵素の精製の段階に於てZn含 量の高 まること(精 製品Zn O,193

%)に よつて植物のCarbonic ft・ nhydraseに もZuか 含 まれることを推定した.そ の後この酵

素について確め得た2--3の 事實を減加して報告する敦第であ る,
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             化 研 講 演 集 第 十 九 輯

 透 析 に封ナ る碧 動  供 試材料:前 回同様大根(RUI)hamls sativ. var macrO})o(Tl's)の 葉

(採 取時期1948年11月 ～1949年2月).

 酵 素液 の調製 方法:前 報記載 と同様.

 酵 素液 をコ ロヂオ ン膜嚢 に充た し,蒸 溜水 に封 して0℃ に於 て20時 岡 透析 した.そ の ときの

攣化 は第1表 の通 りであ る.こ の結果 に よつて明かであ るよ うに,酵 素 に結 合 す るZnは 透 析

によつ て游離 し,同 時 に活惟を鴻失 す るのであ る。

                第    1   表

               i激un・ ・/・1・・lZn(酵 轡30cc中)

      透      析      肖il          O.40                 14、5

      透 析 後i O.10 1 2.O

      膜 外 液1  ・ ! ・2.4

       rss 照・1 α35 i -
       ee透析を行はす同一温度に20時間保つたもの.

 透析によつて活度が一旦消滅したのちに,膜 外液を之に加えると活度は直 ちに復活する.そ

の模様は第2表 の如 くである.

                第    2   表

       膜 内 副 膜 外 液L活 塵.璽 皇         (:e 
・ ㏄ 1購 第・回}囎 第・回

         O.1      1      _       1     0.06           0,10

         0』L     「     {〕.1     ,     0.16          0.10

         0。1     1     {,.2     1     〔).26          0.27

       '、 α1   0.3   0.26 1 0.30

         … 1 α2㈱) ・ 1 ・

肚 噸 験により植物の・a・ho・i・甜 睡eは 容脳_。 轟 、鵡馬 、M,
y、1

離 す るところのZnを 含 み・ これが蛋n推 艦 に結 合 して初め  day and night(4-v5 th, Mdr. '49)

て 活性 を登揮 し得 る もの と推 定 し得 る・           !8

 酵 素 の分布及活 度に就て  植 物 のCaVbonfc anhydrase  16

が直接同化に關與するものなるや否やに就ては,之 を砿誰す                             14

る飢 伺實験を必要とするカ㍉ 下言巳の醐 結果により・この さ/2 漉・1・敏

嚇 は同化と密撚 關係のある三とが撚 されるのである・ 鼠ノ。    ・

惣1驚 難 講 豫鯉 禦竃雛 鞭 了E三8..
購 靴 は働 ・すぎな1、 ・れ、鋤 でなく1・H・4iに於 け 尋6● 惚 脇 躍 、

る麟 ～艘 曜 化 も第 咽 に示す1・く口膿 と脚 てよく順4 ・. .・
ueし て居 る・           2 5、翫 ∫、砺6

又汰 魏 明所眼 て型 三せしめナ・ものを噺 曙 き・酵 /248/2 4S/ぐ

tt活度が殆 ど消滅 しアこ頃にtf∫び一定時間明所に置いた.又 別   →摺   噌畷
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         中井,豊 田,友 野:フ エー=ルス手ボン酸の研究(第3報)

に初 め暗所 に於 て套芽 せ しめ た もの を明所 に置 き,相 當に酵      第2圖

素破 槻 れ・・頃離 噺 ・・一趨 問放置した・そのときの。 ㍗b膿 漕 畿 撃 膿
各 々の酵 素活度の溝長 は第2圖 の通 りであ る.        and dark.

の潔 誉器 轟 驚 瀦 繍瓢1'繋1'ミ1、 雌 総
が考えられる.種 子の獲芽に於て,そ の初期に於ける色素の  ミ4＼   ＼

騨C・1・ro・・yll…限撫 次・・でC・1・・…yllbの 奪・呼 ＼

鍵 搬 隙 轄 二搬 嘉糠 雛 寛宏1:轟 ↑ 麺 溜 翻
素 活度の増加 はChlorophyll bの 生 成 とともに増加 する如 く見 られ る,

              (昭 和24年7月16日 受 理)

      34・ フ ェ ニ ル ス チ ボ ン 酸 の 研 究(ag 2報)

           フェ ニノソア ンチ モ昌ノレ酒石 酸 の構 造

            中 井利三 郎,豊 田龍 之助,友 野 元

 酒石酸或はカテコールのアンチモニル(Sdlll)誘 導盟1)2):})及び無機ShVの 誘導燈4)の研究は

あるが,フ エニルスチポン酸)fi)と酒石酸 よb導 かれるアンチモニル(SbV)誘 導艦7)の構造に關

す る報告をみないので これを研究 した.

 フエニルアンチモ呂ル酒石酸の生成  酒石酸の5%水 溶液 に過剰のフエニルスチボン酸を

加 えて8時 聞加温 し,不 溶物 を除去した濾液を濃縮すると,酒 石酸類似の無色の結晶が得 られ

る.こ れを水 より再結 してP2f)5上 で窒温乾燥した.

   分 析 値       理論値Cl〔}H11088h

     Sd==32.2%                   Sd=32.02%

     分子量==381         分子量=385

この結晶は熔融 しない,有 機溶媒 には不溶水にはよく溶解し酸性 を呈す.水 溶液 に無機酸或は

アルカ リを添加 して も沈澱を生 じない.

 ナ トリウム臨の生成  フエニルアンチモ昌ル酒石酸の水溶液をNa OHで 中和濃縮 してナ

トリウム臨を得 ようとしだが一定の ものを得 ることが困難であつたか ら,重 酒石酸ソーグの5

%水 溶液 にフエ昌ルスチボン酸の過剰を加 えて加温 し,濾 液 を濃縮すると一定の組成を示す無

色の結晶が得 られた.

   分 析 値           珊論値ClollioOsf;bNa

     Sb=30.0%                   Sb=30.2%

     分子量=170         分子量=斗03

その水溶液は酸性を示 し明かに酸性 ナトリウム臨である.
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